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青空の広がる内子東自治センターで
食欲の秋と文化の秋を一緒に堪能

　「内子東自治センターまつり」が11月17日、同自治セ
ンターで開かれました。管内の６自治会がうどんや焼き
そば、地域の野菜などを販売したほか、屋内では文化作
品が展示されました。初参加の「トム３＆キャサリン」はジャ
グリングとバルーンアートを披露し、会場を沸かせました。
同自治センター長の藤岡伸

しんいち

一さんは「秋晴れの最高な１
日。例年以上の来場者でにぎわった」と喜びました。

貴重な資料の一つ一つを学芸員が丁寧に説明

内子自治センター開館15周年を記念して
地域の偉人、髙畑誠一の生涯と功績を顕彰

　特別企画展「髙
たかはたせいいち

畑誠一の軌跡を辿る」の展示解説会が
11 月 17 日、同展示会場で行われ、町内外から 12 人が
参加しました。会場には愛用したステッキや学生時代の
写真や卒業論文など、貴重な資料の数々が並んでいます。
参加者は学芸員の説明に耳を傾けながら、髙畑氏の生涯
や、その功績に思いをはせていました。企画展は 12 月
８日まで。最終日は内子座でシンポジウムもあります。

次々と生まれるバルーンアートに大喜び

　「Ｍ
み そ ぎ

ＩＳＯＧＩフットサル」が 11 月 17 日、旧御祓小学
校体育館で開かれました。御祓地区を盛り上げようと、
町内外から８チーム 65 人が参加。みんなで楽しむこと
をモットーに、大人と子どもが一緒になって汗をかいて
いました。今回は「みそぎの里」も協力し、カレーバイ
キングなどを提供したほか、優勝賞品を棚田米 30㌔に
するなど、御祓地区の魅力を存分に味わえる大会でした。

体育館に響く笑い声は御祓の元気
アットホームなフットサルイベント

力強い演奏で内子町の飛躍を後押し

大人相手に果敢に攻める子どもたち

新内子町から真の内子町へ――
ジャズで祝う合併15周年

　内子町合併 15 周年を記念した「内子座ジャズコンサー
ト」（同実行委員会主催）が 11 月 17 日、内子座で開かれ
ました。発起人は旧 3 町の元町長の皆さんで、元内子
町長の河内紘

こういち

一さんが「ジャズのリズムに乗って、内子
町がますます良い町になってほしい」とあいさつ。創部
50 年以上の歴史を持つ早稲田大学ニューオルリンズジャ
ズクラブが、力強い音色を内子座に響かせました。

◉「うちこ往来」は身近な町の情報を伝えるコーナーです。皆さんからの情報を
　お待ちしています。　　　総務課　広報・広聴係　☎０８９３（４４）６１５１
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　県指定天然記念物・乳出の大イチョウの紅葉を楽し
む「中川イチョウ祭り」（中川自治会主催、倉田繁

しげもり

盛会長）
が11月10日、三島神社で開かれました。イチョウ餅や銀
杏入りの山菜おこわなどを求めて、約250人が来場。推定
樹齢1200年といわれる大イチョウの下で舌鼓を打ちまし
た。倉田会長は「イチョウがまだ色づき始めだったけれ
ど、多くの人と交流できてよかった」と喜びました。

樹齢1200年の大木の下で
紅葉と銀杏を味わう「中川イチョウ祭り」

　恒例の「内子100円商店街」（内子まちづくり商店街協
同組合）は11月10日、内子町本町商店街で開かれました。
各商店の自慢の品々や、わなげや芋すくいなど子どもた
ちも遊べる100円商品がズラリと並び、多くの客でにぎ
わっていました。帰省中に来場した大本彩

あ や か

加さん＝東温
市＝は「安くておいしいものがたくさんあるし、小さい子
も一緒に楽しめるのがいい」と笑顔で話しました。

100円で買える「おいしい」「楽しい」
「内子100円商店街」に3,000人

銀杏をふんだんに使った郷土料理が大人気

くじ引きで回数を決める芋すくい。３回が出たら大当たり

「こりゃ重い！」。ビッグなカボチャにびっくり

　秋の里山の味覚が楽しめる「長田食の文化祭」（長田
自治会主催、太田利

と し え

栄会長）が 10 月 27 日、お山の学校
ながたで行われました。釜揚げうどんや団子汁などの郷
土料理が提供された他、柿の詰め放題やかぼちゃの重量
当てクイズなどの楽しい企画が満載。毎年来ているとい
う来場者は「全部の料理を食べた。団子汁は懐かしい味
だった。来年も楽しみ」と満足そうにほほ笑みました。

里山の食の魅力がぎっしり――
おいしさと懐かしさで心を満たす文化祭

　公開企画展「記憶の中の旧二宮幸
こ う み

巳邸」（愛媛大学社会
共創学部井口梓

あずさ

研究室主催）が 11 月２～４の３日間、
旧二宮邸で開かれました。同研究室では平成 29 年から
二宮製材所の元従業員や住民への聞き取り調査などを行
い、その成果の一部を展示しました。林業振興に貢献し
た二宮氏や森林鉄道に関する記録が紹介され、来場した
約 450 人が懐かしそうに展示に見入っていました。

愛大生が地域と協働で旧二宮邸を活用
小田の林業の歴史を伝える公開企画展

建物内部も一般公開され、多くの人が訪れた


